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海東小学校創立１５０周年に向けて、節目の年でもありますので、子ども達の心に残るような取

組を進めています。主な取組を、紹介します。

今年は、創立１５０周年の年ですが、元寇から７５０周年のとしでもあります。昨年宇城市から、

元寇全国サミットに発表依頼が来ていましたので、昨年度の６年生（現中学１年生）から取組を始

めていました。総合的な学習でこれまで６年生は「未来をつくろう～海東の魅力発信～」というテ

ーマで学習を進めてきましたが、昨年度の６年生は、元寇について学習をもとに竹崎季長公と海東

地域のつながりについてまとめ、

全校児童に発表してくれました。

今年度の６年生は、前年度の取組

をもとに学習を深めるだけでなく、

自分達にできることはないか考え

活動したこと含めて、１１月１９

日に松浦市で開かれました「元寇

所縁子どもサミット」で全国に向

けて立派に発表（オンライン参加）

しました。

これまでの取組について、先日

新聞にも紹介されました。１月２

４日（土）の１５０周年記念式典

の中で、６年生が子どもサミット

で発表したことやその後の活動に

ついて発表する予定です。

創立１５０周年を迎えるあたりに、「これまでとこれからの海東」について子ども達が考える機

会を作りたいということを私は一番に考えたまし

た。子ども達は今の海東のことしか知りません。

これまでの海東の歩みを知ることで、ふるさと海

東の素晴らしさを実感することができると思いま

す。これまでの海東の歩みを大切にする思いを、

これからの海東を大切にしていきたいという思い

につなげていきたいと思っています。

これまでに子ども達と「今の海東小の頑張って

いることや素晴らしいところを話し合う」取組と

「未来の海東について考える」取組を行ってきて

います。未来の海東については、２００周年の頃

（今の高学年が校長先生くらいになった頃）をイ

メージして、それぞれの子ども達に未来の海東へ

の願いを考えてもらいました。右は集約したもの

に投票（１人３個選択）した結果です。子ども達

の思いが伝わってきました。 （次号につづく）
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